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M2 佐々木龍己
［学卒院生、実習校：盛岡市立黒石野中学校］
■----------------------------------------- ■

連携協力校の様々な役職の方からお

話を聞き、学校運営に関して理解を深め
ることができました。特に印象に残った
のは、地域やPTAとの連携の実態で、
学校がいかに保護者や地域の方のご厚
意に支えられているかが具体的に分か
り、認識を改める機会になりました。また、
この実習を通して主体的に学ぶ姿勢を
一層培うことができたと感じています。

M2 熊谷美智子［現職院生、特別支援教育力開発プログラム］
■---------------------------------------------------------------- ■

今年度は主に子ども支援力開発に力点が置かれ、セン

ター的機能実習として各校園への訪問支援を行ったり、
小・中学校の特別支援学級の指導の実際について体験的
に学んだりしました。通常の学校・園で取り組まれる特別支
援教育について理解を深めるとともに、今後の自分にでき
ることや必要な力について考えた５週間の実習でした。

M2 沼﨑悠華［学卒院生、特別支援教育力開発プログラム］
■--------------------------------------------------------------------- ■

附属特別支援学校、小中学校の特別支援学級で計６週間

の実習を行いました。大学院で学んだ理論を、目の前にいる子
どもたちとの関わりにどのように生かすことができるのか、悩ん
だ毎日でした。上手くいかないことも沢山ありましたが、一人一
人のよさを生かした支援について学び、自分の取組を客観的
に振り返ることができたのは、大きな成果だったと感じています。

M1 大谷寛子
［現職院生、実習校：盛岡市立桜城小学校］

■----------------------------------------------------- ■

現在、大学院での学修と並行して、「子ども支援
力開発実習」に取り組んでいます。児童生徒観察
や先生方との情報共有から、児童生徒の「困りご
と」の背景を考え、次年度の具体的な支援計画に
つなげます。学校が児童生徒の居場所となり、学
ぶ意義を感じられる場所にできるような支援の在
り方について見識を深めていきたいです。

教職大学院修了生が学修の成果・効

果等をどのように捉えているのか、現在
の勤務先を訪問して聞く機会がありまし
た。共通して話されたのは「学校を離れ
てじっくりと学び、授業や専門実習を通
して視野が広がった２年間だった」、「マ
ネジメントや個別支援、生徒指導や教
育相談に関する様々な対応場面で学ん
だ事が役立っている」（現職院生）、「院
生室や授業の中での議論を通して現職
院生から様々な話を聞いて学んだこと
が大きく役立っている」、「連携協力校で
の実践実習の経験が１年間の見通しを
もって取り組む力になっている」（学卒
院生）ということでした。また、どの校長
先生からも「学校を支えてもらっており、
期待している」という声を聞きました。
目的を明確に持って能動的に学んだ
人ほど充実した２年間を
過ごし、修了後の勤務先
で力を発揮して活躍して
います。教職大学院で学
ぶ意義がここにあります。
■------------------------- ■

実務家教員 菅野 亨

学卒院生は連携協
力校での校務分掌、
現職院生は教育委
員会や教育センター
での事務局業務や研
修運営業務など、学
校経営や教育行政に
かかわる実際的な業
務内容を実習します。

M1 古谷京香
［学卒院生、実習校：盛岡市立仙北小学校］

■----------------------------------------------------- ■

教職大学院での生活は、常に新たな発見や学
びで溢れています。例えば、授業実践後のリフレ
クションにおいては、様々な校種の院生から多様
な視点や考えを得ることができます。また、議論を
通して自分自身の考えを深め、次の実践につな
げることができます。このように互いに高め合い、
力量を形成する環境が整っているのが魅力です。

M2 菊地亜矢子
［現職院生、実習校：盛岡市立厨川小学校］
■----------------------------------------- ■

教育行政、各関係施設、各学校等に

おいて、相手のことを考えた上での情
報共有・連携の重要性を学びました。
沿岸南部実習では、震災当時中学生
だった方からご自身の避難体験をお聞
きできたことが何よりの学びとなりまし
た。実際に被災地に行き、見聞きし体
験し、復興教育を児童生徒と共に考え
ることの大切さを実感しました。

●山本奬・佐藤和生（2021）授業場面における児童
生徒の様子に応じた指導支援の要点

●佐藤信・上川達也・東信之（2021）肢体不自由を
併せもつ知的障害のある生徒の作業学習の在り
方に関する研究－手立ての工夫のための視点を
中心に－
●立花正男・草薙宥映(2021)創造性を育む教育
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